
 

エヴァテン™（α-カロテン、β-カロテン）および他のカロテノイドに関するヒト臨床試験一覧 

評価項目 対象、方法 ⍺-、β-カロテン (エヴァテン™) 
⍺-、β-カロテン (エヴァテン™) 

+ ルテイン・ゼアキサンチン 

⍺-、β-カロテン (エヴァテン™) 

+ ルテイン・ゼアキサンチン + 

β-クリプトキサンチン 
 

 

心血管系の健康 

i 日本人被験者における血清カロテノイ
ド濃度と非対称性ジメチルアルギニン 

(AMDA) 濃度の関連 (2014年)
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健康診断を受けた470人 (男性203人、女性267人) を
対象に横断研究を実施し、血清中のカロテノイドおよび
AMDAの濃度をそれぞれHPLC、ELISA法により測定し
た。 

α-カロテン、β-カロテンのようなカロテノイドの
血清中濃度の高値が心血管疾患のリスク
ファクタである血清ADMA濃度上昇の防止
に役立つ可能性が示唆された。 

  

ii 米国の成人を対象に血清カロテノイド
濃度が死亡率の予測因子となるかに
ついての検討 (2011)
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全国健康栄養調査 [NHANES III (1988年～1994年)] 

に登録された20歳以上の米国人を対象に (n=13,293) 

血清カロテノイド濃度と死亡率について2006年まで追跡
調査した。 

 低濃度のα-カロテンは心血管系の死亡率
と関連する唯一のカロテノドであった。α-カロ
テンとルテイン・ゼアキサンチン、およびリコペ
ンとルテイン・ゼアキサンチンの相互作用は
総 死 亡 率 と 有 意 な 関 連 を 示 し た 

(p<0.05)。 

 

iii フィンランド人男性における血漿カロテノ
イド濃度と総頸動脈内膜中膜肥厚
(CCA-IMT) の関連 (2011)
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東フィンランドの高齢男性 (61歳から80歳) 1,212人を対
象に血漿カロテノイド濃度とCCA-IMTの関連について検
討した。アテローム性頸動脈硬化の初期徴候の検出にB

モード超音波を、血漿カロテノイド濃度の測定にHPLCを
用いた。 

  血漿中のα-カロテン、リコペンおよびβ-クリプ
トキサンチンの濃度上昇が東フィンランドの
高齢男性におけるアテローム性頸動脈硬
化の減少と関連している可能性が示唆さ
れた。 

iv 血中カロテノイド濃度と高血圧発症の
関 連 : Coronary Artery Risk 
Development in Young Adults 
(CARDIA) 研究 (2009)
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全米4都市で実施されたCARDIA研究 (1985年～1986

年) に参加した18歳から30歳までの黒人と白人の男女
4,412人を前向き分析の対象とし、血清カロテノイド濃度
と高血圧発症の関係を判定した。 

  血清中のα-カロテン、β-カロテン、ルテイン・
ゼアキンサンチンおよびβ-クリプトキサンチン
の濃度上昇が高血圧の発症リスクを低減
した。 

v 血清カロテノイド濃度と心血管疾患に
よる死亡のリスクとの関連: 日本人の集
団を対象としたフォローアップ研究 
(2006)
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1988年から1995年まで総合健診プラグラムに参加した
北海道 (日本) の住民のうち、39歳から80歳までの3,061

人 (男性1,190人、女性1,871人) を対象に平均11.9年
間追跡調査した。 

α-カロテン、β-カロテン、リコペンから構成さ
れる総カロテンの血清中濃度の高値が日
本人集団における心血管疾患による死亡
のリスクを低下させる可能性が示唆された。 

  

眼の健康：加齢黄斑変性（AMD） 

i 米国の二大コホート (のべ10万人以上
の男女) におけるルテイン・ゼアキサンチ
ンおよび他のカロテノイドの摂取とAMD

リスクとの関連 (2015)
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米国で実施されたNurses' Health Study (女性63,443

人) とHealth Professionals Follow-up Study (男性
38,603人) のコホート (50歳以上) を対象とした前向き研
究から血漿カロテノイドの予測値と進行性AMDの関連性
を評価した。 

  生物学的に利用可能なルテイン・ゼアキサ
ンチン、β-クリプトキサンチン、α-カロテンおよ
びβ-カロテンの摂取増加が進行性AMDの
長期的なリスク低下と統計上有意な関連
を示した。 

ii 抗酸化物質が不足している集団にお
ける血中抗酸化物質濃度 (ビタミンE、
C、カロテノイド ) と白内障の関連 
(2008)
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無作為に選択した北インドの11か所の村落における家庭
調査から特定した50歳以上の参加者を対象に実施した
横断研究で1,112人 (全参加者の77%に相当) のデータ
を分析した。 

  血中のビタミンC、ゼアキサンチン、ルテイン、
リコペン、α-カロテン、β-カロテンおよびβ-クリ
プトキサンチンが白内障と有意な逆の関連
を示した。 

皮膚の健康 

i β-カロテンおよびα-カロテンの経口補給
がヒト皮膚のUVA・UVB誘発紅斑に及
ぼす保護効果の大きさ: 最小紅斑量 

(MED) による判定 (2000)
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被験者22人 (男女各11人) に天然カロテノドを最初の8

週間に30 mg/日（β-カロテン 29.4 mg、α-カロテン 

0.36 mg）、次の8週間に60 mg/日、最後の8週間に
90 mg/日補給した。線量を増やしながら  (16～42 

mJ/cm
2
) UVを皮膚に照射してMEDを求め、カロテノイド

の保護効果を評価した。 

主としてβ-カロテンとα-カロテンからなる天然
カロテノイドの経口補給はヒト皮膚をUVA・
UVB誘発紅斑から部分的に保護すること
が示唆された。 

  

メタボリックシンドローム：非アルコール性脂肪性肝疾患（NAFLD） 

i 日本人被験者における血清カロテノイ
ド濃度と2型糖尿病の発生リスクとの関

三ヶ日町前向きコホート研究からベースライン時に30歳か
ら79歳までの男女1,073人を対象にフォローアップ研究を

  カロテノイドの中でも特にα-カロテン、β-クリ
プトキサンチンおよび総プロビタミンAに富む



 

エヴァテン™（α-カロテン、β-カロテン）および他のカロテノイドに関するヒト臨床試験一覧 

評価項目 対象、方法 ⍺-、β-カロテン (エヴァテン™) 
⍺-、β-カロテン (エヴァテン™) 

+ ルテイン・ゼアキサンチン 

⍺-、β-カロテン (エヴァテン™) 

+ ルテイン・ゼアキサンチン + 

β-クリプトキサンチン 
 

 

連 (2015)
9 実施し、10年間にわたり縦断的に調査した。 食事の摂取が日本人の2型糖尿病の発症

予防に役立つとする仮説が裏づけられた。 

ii 非糖尿病被験者におけるインスリン抵
抗性指数 (HOMA-IR) と血清カロテノ
イド濃度の関連 (2006)
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2003年に静岡県三ヶ日町で実施した住民健診を受けた
812人（男性256人、女性556人）の非糖尿病被験者
を対象に血清カロテノイド濃度とHOMA-IRの関連を横断
的に評価した。 

  血清中の抗酸化カロテノイド (β-クリプトキ
サンチン、β-カロテン、ルテイン、ゼアキサンチ
ン ) がインスリン抵抗性と逆の関連を示し
た。 

iii 横断調査で得られたデータによる血清
カロテノイド と 2型糖尿病の関連 
(2005)
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オーストラリアのクイーンズランド州内から無作為に選択し
た6か所の市と町の25歳より上の住民1,597人を対象に
血糖値、空腹時インスリンおよび5種類の血清カロテノイド
の濃度の測定を行った。 

  血清中のα-カロテン、β-カロテン、β-クリプト
キサンチン、ルテイン・ゼアキサンチン、リコペ
ンは2型糖尿病および糖代謝異常と逆の
関連を示した。 

抗老化：テロメア長 

i 米国成人のサンプルデータを対象とし
た血中カロテノイドレベルと白血球の
テロメア長との関連 (2016)
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NHANES (1999年～2002年) に参加した20歳以上の
成人3,660人のデータを分析。血中カロテノイド (HPLC)、
白血球テロメア長 (定量的PCR法) を測定した。 

  血中のα-カロテン、β-カロテン (tans+cis) 

およびβ-クリプトキサンチンの濃度上昇が白
血球テロメア伸長と有意な関連を示した。 

骨の健康 

i 中国人集団におけるカロテノイドのサブ
クラスの血清濃度と骨塩量 (BMD) と
の関連 (2016)
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β-クリプトキサンチン、ゼアキサンチン＋ルテイン、リコペン、
α-カロテンの血清濃度およびBMDの測定を終了した女
性1,898人と男性933人（平均年齢59.6歳）を対象に
横断的調査を行った。 

  とりわけ女性において血清中のカロテノイド
(β-クリプトキサンチン、リコペン、α-カロテン)

濃度は骨の健康と好ましい関連のあること
が示唆された。 

癌：乳癌 

i コホート内症例対照研究における抗酸
化剤の血漿濃度と乳癌リスクの関連 
(2016)
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EPICのコホートに閉経前乳癌症例 (n=582) とER-乳癌
症例 (n=462) を加えた女性乳癌症例1,502例を含め
た。同数の対照 (n=1502) を症例に合わせた。抗酸化カ
ロテノイ・ビタミンの血漿濃度を測定し、条件付きロジステ
ィック回帰を用いて乳癌リスクを推定した。 

血漿中のβ-カロテンとα-カロテンの濃度上
昇がER-腫瘍の乳癌リスク低下 (それぞれ、
59%、39%) と統計上有意な関連を示し
た。 

  

ii 中国人女性を対象とした症例対照研
究における血清カロテノイド濃度と乳癌
リスクの関連 (2016)
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乳癌の女性および同年齢のコントロールの女性の合計
521人の女性を中国広州市にある3か所の教育病院から
選出し、無条件ロジスティック回帰モデルを用いて各カロテ
ノイドの血清濃度と乳癌リスクの関連を調査した。 

 血清中のα-カロテン、β-カロテン、リコペン、
およびルテイン・ゼアキサンチンは、閉経前
女性およびERまたはPRの状態に関する全
てのサブタイプにおいて乳癌リスクと有意な
逆の関連が認められた。 
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